
ワンダーフォーゲル部のＯＢＯＧの皆さん

招待教員の中村一浩先生

同窓会設立60周年記念

定期総会・懇親会を
開催しました

　10 月 21 日（土）、ニューオータニイン札幌にて、北星学園大学同窓
会定期総会と懇親会を 4年ぶりに対面で開催しました。今年は同窓会設
立 60 周年を記念して開催し、参加者には記念品をお配りしました。定
期総会には 43 名の同窓生が出席し、2022 年度活動報告・決算・監査報告、
2023 年度活動計画・予算が審議され、すべて承認されました。懇親会
には退職された山口博教先生、山我哲雄先生、中村一浩先生をお招きし、
同窓生と現旧教職員が 139 名集まり、再会した恩師や同窓生との楽しい
ひとときを過ごしました。また、今年採用の同窓会奨励生のほか、過年
度に採用された奨励生たちも出席し、奨励生を代表して齋藤陽斗さんよ
りスピーチがありました。長く同窓会活動をしてくださった支部の皆様
には、表彰状と記念品をお贈りし、各支部からの報告も行いました。久
しぶりに開催した懇親会は、大変賑やかな雰囲気の中で終了しました。
　今年は、2024 年 10 月 19 日（土）にニューオータニイン札幌にて総会・
懇親会を開催する予定です。日程が近づきましたら「大谷地だより」や
本学ホームページにてご案内しますので、皆様の参加をお待ちしており
ます。

左から古川理事長、岡田同窓会長、大坊学長左から酒井玲子前学園長、日髙チャプレン、山我哲雄先生（招待教員）招待教員の山口博教先生

経済学部 69 年度入学の皆さん過年度の奨励生も懇親会に参加しました

北星学園大学同窓会
設立60周年記念講演会のお知らせ

北海道をこよなく愛し歩み続けている森崎氏をお招きし、学生時代から現
在の仕事に至るまでのこと、また未来に向けて、北海道のこれからの農業
や食育の大切さについて、熱く語っていただきます。卒業生に限らず、ご
家族ご友人をお誘いあわせのうえ、お申込みください。

●日　　時：2024 年 7 月 13 日（土）  受付・開場 13：30 ～
講演 14：00～15：30（90分）

●会　　場：北星学園大学 50 周年記念ホール（C 館 1 階）
札幌市厚別区大谷地西 2 丁目 3-1

「生きることは食べること」
講師：森崎博之氏「TEAM NACS」

●申込期間：5 月 27 日（月）～ 6 月 6 日（木）
●申込方法：北星学園大学ホームページの申込みフォームか

らお申込みください。５月以降に本学ホームペー
ジに詳細の案内を掲載いたします。

＊参加無料、定員 500 名
＊定員になり次第、受付を終了いた

します。

問合せ先
北星学園大学同窓会事務局
dousoukai@hokusei.ac.jp

北海道出身。
『あぐり王国北海道NEXT』に出演し北
海道を中心に活動。2020年ホクレンア
ンバサダーに就任。ドラマや映画、脚本・
演出家としても活躍。

同窓会長　岡田  義明
憧 れ の 先 輩

ご卒業おめでとうございます。また、同窓会へのご入会
を心から歓迎いたします。皆さんは大学の友人と別れ、新
天地で新たな人間関係を築かれることと思いますが、「大谷
地だより」や年一回札幌で開催される総会・懇親会を通し、
これからも同窓の絆を大事にしてください。

さて、私が卒業したのは 1974 年 3 月、ちょうど 50 年前となりますが、当時、
ゼミの先輩にニューヨークで仕事をされている宮本美智子さん（1945 − 1997、第
5 回生 1968 年 3 月英文学科卒）という女性がいると聞いておりました。

1980 年代になると、彼女はノンフィクション作家となり、『アメリカが嫌いだっ
た父へ』（1982 年、草思社、後に文春文庫）、『わたしは英語が大好きだった』（1985
年、文芸春秋社、後に文春文庫）などの作品を次々と発表し始めました。30 代になっ
ていた私は（晩年に書かれたダイエット本を除き）数十冊に及ぶ彼女の著作をリ
アルタイムで読み続け、いつしか宮本美智子さんは私の誇らしい先輩、憧れの先
輩の一人となりました。

同窓の絆は不思議なもので、一度も会ったことがなくても、仕事の分野が異なっ
ていても、憧れの先輩の存在自体が力を与えてくれるのです。

本学は、皆さんを含め、56,000 名余りの卒業生を擁し、卒業生は様々な分野で
活躍されております。皆さんも憧れの先輩を見つけ、それぞれの得意分野で能力、
才能を発揮されますよう心から祈念いたします。

新入会員の方々へ
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Ｑ１． �仕事に対する思いとは？
川本さん　私は、インフラ設備のメ
ンテナンスを行っている家業の経営
と、情報や報道系のライター ･フォ
トグラファーという二つの仕事をして
います。後者は、大学時代の経験

に相当影響を受けていますので、今回はこちらを中心にお話しします。仕事は北海道
新聞発行の生活情報版「さっぽろ10 区（とーく）」がメインになっており、特集記事の
執筆を担当しています。取り組む仕事の前提は「社会に埋もれているネタを探して取り
上げたい」という思い。原点は、大学時代に遡ります。
　北星時代は元北海道新聞社の記者だった阪井先生にお世話になりました。印象深い
のは、第二次世界大戦中にあった沖縄の史実をテーマにドキュメンタリー作品『銃を置
いた兵士たち～消えていく沖縄戦秘話～』を、有志 4 人で作ったこと。取材相手が激
昂して、まるまる消した素材もあるほど、「取扱注意」の題材でした。この経験が「多
少リスクを背負ってでも伝えたい」という、今の思いに繋がっていると感じます。

Ｑ２． �仕事の喜び、やりがいとは？
川本さん　Google で出ない情報を書くこと!　取材対象者から「意識していなかったこ
とを発掘してくれてありがとう」という言葉をいただけたりするとうれしいですね。記憶に
残っているのは、実家がある札幌市の北丘珠に、1960 年代に建てられた民間の児童

保育施設に関する記事です。ほぼボランティアによって管理されていた古い建物が胆振
東部地震でダメージを受けてしまい、存続が難しくなっている情報を得たんですね。子
どもの受け入れ先も調整できず、非常に大きな問題だと思いましたので、当時の「さっ
ぽろ10 区」編集長にかけあって記事にすることになりました。施設と行政、関係者へ
の裏取りはいつも以上に時間をかけました。そもそもイベント情報がメインの生活情報版
にはそぐわない、ちょっと「かたい話題」です。難航するだろうと思いましたが、なんと
か掲載が実現しました。その後、無事存続が決まり、紙面が近所のスーパーに張り出
されていて、嬉しかったです。僕は非常に自己中心的な人間です。記事というアウトプッ
トの機会があるからこそ、興味を持った人に会いに行けるのが、この仕事のやりがいな
のだと思います。

Ｑ３． 辛い時や困難の乗り越え方とは？
川本さん　取材先の“推し”と僕の書きたい内容がすれ違うときは、どう説得するか悩
みますね。でも何より辛いのは、締め切りとネタ出しです（笑）。そんな時は、大好きな
場所へ行くんです。活火山が好きなので、硫黄山がある道東の弟子屈町や、きれいな
海と山、天然の炭酸水が湧く後志の島牧村へ行って、とにかくぼーっとします。

Ｑ４．在学生と同窓生へのメッセージ
川本さん　在学生の皆さんへ：過去をふり返って在学生の皆さんへ伝えたいことは、「無
駄も悪くないぞ」ってこと。いつかどこかで、大きな原動力になるかも。
同窓生の皆さんへ：30代になっても、大学時代の友人や先生から「やる気」をもらって
ます。今のほうが元気かも。これからもよろしくお願いします。

インタビュアー : 幹事　若原志津子（1998 年 3 月経済学部経営情報学科卒業）

右が川本さん（北星学園大学Ｃ館教室にて）
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２０２２年度（２０２２年１０月～２０２３年９月） 収支決算
【通常会計】
＜収入の部＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　（単位：円）
費     目 予    算 決    算 差異（予算－決算） 備          考
前 年 度 繰 越 金 ９，９８９，１５０ ９，９８９，１５０ ０ 預金（北洋銀行９，８２５，３２７）、現金（１６３，８２３）
同 窓 会 費 ２０，３００，０００ ２０，３２０，０００ ２０，０００ ＠２０，０００×１，０１６
総会懇親会費収入 ０ ０ ０ 
プ ロ ジ ェ ク ト ２０，０００ ５４，３９０ ３４，３９０ コンサート募金
利 息 等 ０ １１，８９０ １１，８９０ ゆうちょ定期預金満期利息　現金受取（１１，８９０）
雑 収 入 ０ ５７９，５００ ５７９，５００ 卒業記念図書カード保管分等　振替
合 　 　 計 ３０，３０９，１５０ ３０，９５４，９３０ ６４５，７８０ 
＜支出の部＞
費     目 予    算 決    算 差異（予算－決算） 備          考
Ⅰ．事 務 費 ５，０６０，０００ ２，３６６，９１２ ２，６９３，０８８ 

１．会    議    費 １，２００，０００ ７６１，１３０ ４３８，８７０ 
幹事会（３１０，４８２）、部会（３０４，０００）、三
役会（８４，６４８）、支部懇親会派遣（３３，０００）、
同窓生理事２名後援会費（２０，０００）他

２．交    通    費 ３，５００，０００ １，３３２，０６０ ２，１６７，９４０ 
幹事会（６３０，６３０）、支部懇親会派遣（４０９，４１０）、
部会（１６６，３６０）三役会（７５，５８０）、後志支部設立
に向けて懇談会（３５，８１０）、会計監査（４，０００） 他

３．通    信    費 １３０，０００ ７８，７１６ ５１，２８４ 郵送料 ･切手（７３，７３３）、慶弔電報（４，９８３）

４．支払報酬手数料 ７０，０００ ７３，８１０ △ ３，８１０ 振込等手数料（５１，４８０）、ビジネスダイレクト
手数料（１５，８４０）、残高証明書（３，８５０） 他

５．消 耗 品 費 ７０，０００ ５１，０１７ １８，９８３ 事務消耗品（３１，２１７）、同窓会室プリンター（１９，８００）
６．印    刷    費 ７０，０００ ６０，１７９ ９，８２１ リソグラフ、コピー機印刷代
７．雑 費 ２０，０００ １０，０００ １０，０００ 香典料（名誉会長大坊学長のお母様）

Ⅱ．事   業   費 １８，１５０，０００ １６，５３５，６９２ １，６１４，３０８ 

１．行    事    費 ２，７００，０００ １，２５９，１５０ １，４４０，８５０ 
卒業生記念品（1,174,850）、永年表彰（４０，０００）、
退職者記念品（３０，０００）、奨励金授与式（４，４００）
他　懇親会（２０２２年１０月）中止

２．同窓会文庫費 ４００，０００ ４００，０００ ０ 寄贈図書

３．補    助    費 ５，９００，０００ ５，３６７，６７２ ５３２，３２８ 
各支部補助（４，４０７，０００）、派遣留学生へ
の支援（７５０，０００）、学祭（１００，０００）、体
育祭（６５，０００）、北星英研（４５，６７２）

４．奨    励    費 ５００，０００ ５００，０００ ０ ＠１００，０００円×５名

５．奨    学    費 ０ ０ ０ 
大学の自宅外通学支援奨学金制度の廃止
に伴い、支出なし
奨学費として北洋銀行（普）に積立

６．会 報 発 行 費 ６，８００，０００ ７，１８０，９９９ △ ３８０，９９９ 
大谷地だより印刷代（1,445,400）、郵送料（3,530,756）、
宛名印刷・封入作業・目隠しシール・住所変更はがき印
刷等（2,128,163） 寄稿お礼（12,000）他

７．業 務 委 託 費 ７５０，０００ ７２２，９７５ ２７，０２５ 名簿整備・保管料

８．プロジェクト等活動費 ６００，０００ ６０４，８９６ △ ４，８９６ コンサート運営費、例会会議費・交通費、
印刷費、通信費　他

9．寄 附 ５００，０００ ５００，０００ ０ 北星学園創立１００周年記念館運営（維持・保存）
Ⅲ．予 備 費 ４，５９９，１５０ ０ ４，５９９，１５０ 
Ⅳ．資 金 積 立 金 ２，５００，０００ ２，５００，０００ ０ 北洋銀行（普）に積立  内訳：奨学費２，５００，０００円
Ⅴ．次 年 度 繰 越 金 ０ ９，５５２，３２６ △ ９，５５２，３２６ 預金（北洋銀行（9,106,264）、現金（45,562）金券（400,500）
合 　 　 計 ３０，３０９，１５０ ３０，９５４，９３０ ６４５，７８０ 

【活動資金積立会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：円）

金融機関 ２０２１年度末
（２０２２．９）決算額

２０２２年度 
利息

２０２２年度 
積立額

２０２２年度 
取崩額

２０２２年度末
（２０２３．９）決算額 備　　　考

合 　 　 計 ７３，７４５，５８２ ９４４ ２，５００，０００ ０ ７６，２４６，５２６ 

２０２３．１０．２１ 総　　　会
２０２３．１０．１２ 幹　事　会

北星学園大学同窓会　２０２２年度会計決算・２０２３年度予算について
２０２３年度（２０２３年１０月～２０２４年９月） 会計予算

【通常会計】
＜収入の部＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （単位：円）
費     目 ２０２２年度予算 ２０２２年度決算 2023年度予算 備          考
前 年 度 繰 越 金 ９，９８９，１５０ ９，９８９，１５０ ９，５５２，３２６ 預金（北洋銀行９，１０６，２６４ ）、現金（４５，５６２）、金券（４００，５００）　２０２３．９．３０
同 窓 会 費 ２０，３００，０００ ２０，３２０，０００ １９，２４０，０００ ＠２０，０００＊９６２名（２０２３．１０．２入金）
総 会 懇 親 会 費 収 入 ０ ０ ２００，０００ 
プ ロ ジ ェ ク ト ２０，０００ ５４，３９０ ２０，０００ コンサート募金
利 息 等 ０ １１，８９０ ０ 
雑 収 入 ０ ５７９，５００ ３００，０００ コロナ禍の卒業生のための懇親会費収入（３００，０００）、ご祝儀等
活動資金積立から繰入れ収入 ６，１００，０００ ６０周年記念事業財源として６，１００，０００円繰り入れ
＜ 収 入 計 ＞ ３０，３０９，１５０ ３０，９５４，９３０ ３５，４１２，３２６ 

＜支出の部＞
費     目 2022年度予算 2022年度決算 2023年度予算 備          考
Ⅰ．事 務 費 ５，８１０，０００ ３，０８９，８８７ ４，５４３，０００ 

旧会議費（２０２２年度迄） １，２００，０００ ７６１，１３０ ２０２３年度事務費費目１～４に充当
旧交通費（２０２２年度迄） ３，５００，０００ １，３３２，０６０ ２０２３年度事務費費目１～３、５に充当
１．幹 事 会 費 １，１９９，０００ 年３回　会議費（２５２，０００） 、交通費（８７０，５４０） 他  【前年度実績９４１，１１２】
２．三 役 会 費 ２２０，０００ 年１０回　会議費（１２０，０００）、交通費（９９，４００） 【前年度実績１６０，２２８】

３．部 会 費 ８１４，０００ 支部長部会年２回（うち１回は幹事会同日開催）、その他の部会年６回
会議費（６４８，０００）　交通費（７５６，４８０）　他 【前年度実績４７０，３６０】

４．そ の 他 会 議 費 １３３，０００ 幹事懇親会補助（１２２，１００）、慶弔費（１０，０００）　他  【前年度実績６２，０００】

５．そ の 他 交 通 費 １，０２７，０００ 本部から支部懇親会派遣（５３４，４８０）、支部から札幌懇親会派遣
（４９２，４８０）【前年度実績４５９，４９０　＊コロナ禍のため各懇親会非開催】

６．通 信 費 １３０，０００ ７８，７１６ １３８，０００ 郵送料 ･切手（５９，２００）、慶弔電報（２０，０００）、料金受取人払はがき代（５８，０００）　他
７．事 務 経 費
（支払報酬手数料、消耗品、印刷費） ２１０，０００ １８５，００６ ２００，０００ 振込手数料、残高証明書発行手数料、事務消耗品、同窓会

備品、リソグラフ・コピー機印刷代
８．業 務 委 託 費 ７５０，０００ ７２２，９７５ ７９２，０００ 名簿整備・保管料　（事業費費目から事務費費目に移動）
９．雑 費 ２０，０００ １０，０００ ２０，０００ 同窓会費返還等

Ⅱ．事 業 費 １７，４００，０００ １５，８１２，７１７ ２７，４４１，０００ 
旧行事費（２０２２年度迄） ２，７００，０００ １，２５９，１５０ ２０２３年度事業費費目１、５、１１～１３に充当
旧補助費（２０２２年度迄） ５，９００，０００ ５，３６７，６７２ ２０２３年度事業費費目２、５、７、９に充当
① 同 窓 会 事 業 費 １４，５４１，０００ 

１．総 会・ 懇 親 会 費 １，３４３，０００ １０月会場費等 
２．各 支 部 補 助 費 ４，６０７，０００ 各支部補助（４，４０７，０００）、周年事業費（帯広２００，０００）

３．会 報 発 行 費 ６，８００，０００ ７，１８０，９９９ ７，４９７，０００ 印刷代（１，４４６，０００）、郵送料（３，２９７，６０６）・宛名印刷・封入
（８８５，９２４）、目隠しシール（６０７，２００）、封筒印刷（４９２，１８０）他

４．プロジェクト等活動費 ６００，０００ ６０４，８９６ ６９６，０００ コンサート運営に係る会議費・交通費、消耗品、印刷費、通信費 他

５．そ の 他 の 事 業 費 ３９８，０００ 北星英研補助（１５０，０００）、サークルＯＢ会通信費（１００，０００）、
ホームカミングデー（１００，０００）、短大ＯＧ会作業（４８，０００）　他

② 大学・学園への補助事業費 1,120,000
６．同 窓 会 文 庫 費 ４００，０００ ４００，０００ ４００，０００ 寄贈図書
７．大 学 へ の 補 助  ２２０，０００ 学祭補助（１００，０００）、体育祭補助（１２０，０００）
８．学 園 へ の 補 助 ５００，０００ ５００，０００ ５００，０００ 北星学園創立１００周年記念館運営（維持・保存）　

③ 在学生への補助事業費 １，５１０，０００
９．派遣留学生への補助  １，０００，０００ 派遣留学生への支援（＠５０，０００＊２０名＝１，０００，０００）
１０．奨 励 費 ５００，０００ ５００，０００ ５１０，０００ 同窓会奨励費（＠１００，０００＊５名）、奨励金授与式・集い（１０，０００）

④ 記 念 品 事 業 費 ３，６３０，０００
１１．卒業生記念品費 ３，４３０，０００ 図書カード３，０００円＊１，１００枚、台紙代等
１２．退職者記念品費 １００，０００ 退職者記念品（１５０，０００）【前年度実績３０，０００】
１３．永年表彰記念品費 １００，０００ 永年表彰記念（２００，０００）【前年度実績６０，０００】

⑤ 各 部 会 の 事 業 費 ６，６４０，０００
１４．総務・組織部会費 ０ 新支部設立費用は、活動資金の奨学費積立金から支出する。

１５．事 業 部 会 費 ６，２２０，０００ 
つなぐインタビュー（１２０，０００）、同窓会創立６０周年記念
事業【総会懇親会（４５０，０００）、講演会（２，０００，０００）、座談会

（２０，０００）、コロナ禍の卒業生のための懇親会（３，６３０，０００）
１６．広 報 部 会 費 ２４２，０００ 大学ホームページ内同窓会ページ修正（２２０，０００）、ラジオ放送（２２，０００）
１７．支 部 長 部 会 費 １７８，０００ 大学祭同窓会ブース設置

Ⅲ．予 備 費 ４，５９９，１５０ ０ １，２７９，３６０ Ⅰ事務費＋Ⅱ事業費の４％
Ⅳ．資 金 積 立 金 ２，５００，０００ ２，５００，０００ ０ ２０２３年度から奨学費としての積み立て廃止
Ⅴ．次 年 度 繰 越 金 ０ ９，５５２，３２６ ２，１４８，９６６ 収入－（Ⅰ事務費＋Ⅱ事業費＋Ⅲ予備費）
＜ 支 出 計 ＞ ３０，３０９，１５０ ３０，９５４，９３０ ３５，４１２，３２６

【活動資金積立会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位 ：円 ）

金融機関 ２０２２年度末
（２０２３．９）見込額

２０２２年度 
積立額

２０２３年度 
取崩額

２０２３年度末
（２０２４．９）見込額 備　　　考

合 　 　 計 ７６，２４６，５２６ ０ ６，１００，０００ ７０，１４６，５２６ 

２０２３．１０．２１ 総　　　会
２０２３．１０．１２ 幹　事　会

北星学園大学
同窓会

同窓生へインタビュー

川本康博さん（2015 年 3月文学部 心理・応用コミュニケーション学科卒業）
フリーランス記者、ラジオパーソナリティー、株式会社岡田工業 取締役経営企画室長

幹事会の事業部会と広報部会が協力し、同窓生へのインタビューをリレー形式でつないでいます。このインタビュー
を通し、同窓会活動に参加してくださる同窓生が増えることを願っています。
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釧路支部釧路支部  ４年ぶりに総会・懇親会を開催！４年ぶりに総会・懇親会を開催！
　当支部は、2023 年９月３日（日）、総会・懇親会を釧路プリンスホテルにて開催、
支部会員が参加した他、同窓会本部から岡田会長をはじめ、森谷幹事、大学か
ら中村副学長、大学教職員をお招きし、大いに交流を深めました。これまでコロナ禍の３年間は支部活動が停滞し、総会・懇親会を開催できていませんでしたが、当
日は４年ぶりの開催と言う事もあり、久しぶりの再会に会員同士、近況や大学時代の昔話に花を咲かせていました。今年度は支部の参加者がやや少なかった他、懇親

会も例年になくシンプルであったものの、今回を足掛かりに支部活動も本
格的に再開となり、今後、参加者が増えることを期待します。今年度から
新副支部長に釧路市議でもある夏堀めぐみ氏が加入、役員も新体制となり
ました。
　来年度の総会・懇親会は 2024 年８月 31 日（土）に開催を予定しており、
現在、参加者を大募集中です！アットホームな当支部の活動に是非ともご
参加をお待ちしております。
　この度、ご卒業される皆さん、あるいはご友人やお知り合いで赴任地が
釧路・根室地方という方がいらっしゃいましたら、幹事の櫛部までご連絡
をください。【電話０１５４－２５－０２８８（一社）釧路社会的企業創造協議会】

HOKUSEI

旭川支部旭川支部  旭川支部のご紹介旭川支部のご紹介
　みなさんこんにちは。旭川支部は、空知、留萌、上川、宗谷と広範囲をエリア
として、約 1,300 人の卒業生が会員となっています。例年、大学の父母懇談会に

合わせて、旭川市で総会と
懇親会を開催しており、今
年で、創設 42 年目を迎え
ます。同窓会と聞くと堅苦
しい感じがしますが、卒業
生の輪を広げるのはもちろ
んのこと、仕事の人脈作り、
友人を増やす機会としても
らえたら嬉しいです。一度、
ぜひ、気軽に参加してみて
ください。お待ちしています。

北見支部北見支部  今年度の北見支部活動について今年度の北見支部活動について
　当支部は、昭和 62 年 12 月に３番目の同窓会支部として設立し、35 年を超え
る活動を続けています。
　令和５年の総会・懇親会は、８月 26 日（土）に、北見市内において、同窓会支
部会員 16 名、大学からは中村副学長をはじめ教職員、事務職員 6 名と同窓会本
部からは千葉副会長、北本幹事をお招きして開催しました。
　コロナ禍を乗り越え、4 年振りに懇親会を開催することができ、参加いただい
た同窓生の皆さんの顔を拝見すると日常が戻りつつあることを実感しつつ、同
窓会活動の大切さを改めて認識するに至ったところです。
　今後も、同窓会本部・大学からのご支援をいただきながら、知床から雄武ま
での長く広いオホーツクに点在する『北星』の絆を、年に１度太い線として描け
るよう、世代を超えた楽しい支部活動を目指してまいりますので、ご支援とご

協力をよろしくお願いします。
　令和６年の北見支部同窓会総
会・懇親会は、８月 25 日（日）を
予定しています。オホーツク管内
在住の同窓生の皆さん、同窓生
の参加料は、1,000 円です！年に
１度、北見のグルメを味わいなが
ら、学生時代を振り返りに遊び
に来てください。（同窓会総会・
懇親会のご案内ハガキが届かな
い場合はご連絡願います。）

東京支部東京支部  東京支部活動報告東京支部活動報告
　東京支部は、昨年 11 月 11 日に、第 35 回総会・懇親会を開催致しました。
　参加者は 20 数名と、コロナ禍以前の参加者には及びませんでしたが、大学か
らは、大坊学長をはじめ、山本事務局長、そしてご招待の鈴木経済学部教授、同
窓会本部からは、赤塚副会長、清水副会長のご参加を頂き、とても楽しい有意義
な交流を行なうことができましたことに、厚く御礼申し上げます。
　懇親会では、「レインボーカマアイナス」のバンド演奏を楽しみ、また参加者に
よる、なごやかな交流を深めることが出来ました。
　東京支部会員数は現在 1,391 名と、ここ数年ほぼ横這いで推移しております。
また、会報は年一回発行し、会員相互の交流を進める上で、大きな役割を果たし
ております。
　幹事会は、年４回開催しています。今年の課題は、東京支部会員の卒業年度の
特徴に見合った恩師をご招待し交流を深めるなど、同窓会活動の基本を大切にし

ていきたいと考えてお
ります。
　また、東京支部では、
財政的な援助を含め、
支部会員の様々な集ま
りと支部とのジョイン
トを呼びかけておりま
す。支部会員のご連絡
をお待ちしております。

支 部 活 動 報 告支 部 活 動 報 告 帯広支部帯広支部  

お久しぶりですお久しぶりです
　2023 年 9 月 2 日（土）帯
広支部定期総会・懇親会
を帯広市内和洋ダイニン
グ銀帯広駅前アパホテル
帯広駅前で行いました。
　同窓会本部より岡田義
明会長、伊藤貴子幹事、
駒ケ嶺剛史幹事、大学からは中村和彦副学長をはじめ 15 名、支部会員 25 名の参
加となりました。
　コロナ禍で４年ぶりに開催するので、果たして参加する同窓生の人数は、少な
いのではないかと、予想していましたが、例年通りの参加者となりました。コロ
ナが要因での影響や参加を控えることはなかったと思います。今回も同窓生の声
掛けや岡田会長からの名簿にない十勝在住の同窓生の紹介もあり新たな会員に参
加していただけました。ありがとうございました。
　帯広支部は、懇親会がメインで、他の行事や企画はありませんが、十勝の食材
をふんだんに使用した料理を提供しますので、是非お越しください。雰囲気はとっ
てもいいです。恒例のビンゴ大会も復活！豪華景品？が全員にあたります。タダ
では帰しませんので、お気軽に参加してほしいと思いますで、この場を借りてご
案内いたします。今年は 40 周年と節目の年を迎えます。多数のご参加お待ちし
ております。

函館支部函館支部  2023年函館支部の活動2023年函館支部の活動
　2023 年の函館支部の総会・
懇親会は、新型コロナウィル
スの影響で 2020 年より開催
を中止していましたが、４年
ぶりに開催することができま
した。９月９日に開催し、同
窓生 15 名、同窓会本部より
岡田会長はじめ 3 名の役員さ
ん、大学より大坊学長をはじ
め 10 名の教職員の皆さんに
参加していただきました。
　４年ぶりの開催とあって支
部幹事一同どうなるかと不安の気持もありましたが、無事に終了することがで
きてホッと胸をなでおろしました。
　４年ぶりの開催とあって参加者はいつもよりは若干少なくなりましたが、初
めて参加する同窓生、久しぶりに参加する同窓生、いつもの顔の同窓生が集い、
また久しぶりに会ったゼミの先生との会話などで和気あいあいと進行しました。
　今年は会場の制約もあり前回好評だったサックスフォンの生演奏はできませ
んでしたが、ビンゴゲームとその景品と引き換えに行う参加者全員の一言スピー
チで大いに盛り上がり、楽しい時間を過ごすことができました。
　函館支部では参加者がなかなか増えてこないという課題があり幹事も毎年頭
を悩ませています。反面、初めて参加するという同窓生も徐々に増えてきており、
支部の役員も大変うれしく思っています。
　今後も一人でも多くの同窓生に参加してもらえるよう工夫して、函館支部を
盛り上げていこうという思いを一つにして終了しました。

千歳支部千歳支部  新会員募集活動について新会員募集活動について
　千歳支部では、会員相互の親睦を深めるため、毎年恒例の新春ボーリング大会
をはじめ、真冬に屋外で寒さを楽しむ焼肉懇親会、また、夏には北星学園大学
ＹＯＳＡＫＯＩチーム廻の激励会を実施したほか、新会員募集活動を行うため、
支部の「のぼり」「法被」のほか、これまでの支部活動の様子や新会員へのメッセー
ジなどをまとめた「支部紹介
＆新会員募集ＤＶＤ」を作成
しました。
　「のぼり」「法被」「ＤＶＤ」に
ついては、10 月に大学で開催
された星学祭において、大学
同窓会事務局及び各支部と連
携して設置した同窓会ブース
において活用し、イベントを
盛り上げました。
　また、11月開催の支部総会・
懇親会においても、のぼりと
法被を披露したほか、ＤＶＤ
の映像を公開し、好評でした。
　今後においても、支部活動
を盛り上げるため、楽しい各
種イベントを開催してまいり
ますので、同窓生の皆さんは、
ぜひご参加ください。
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プロジェクトからのお知らせ
講演会・コンサートも回を重ねる毎に、多くの皆さまのご参加をいただき心より御礼申しあげます。

今後も皆さまに楽しんでいただけるような充実した企画にしたいと考えておりますので、ご協力をよろしくお願いします。

TENGOコンサート
6年の歳月が流れて… TENGO再び北の大地に立つ
　去る9月30日（土）午後2時より本学チャペルで6年ぶりのTENGOコンサー
トを開催致しました。満席の中、多くのお客様から「待ち望んでいたお2人の熱
のこもった演奏に感激した2時間でした」と言う好評をいただきました。
　第1部はジプシー音楽の「黒い瞳」から始まりました。22年ぶりに発売され
たCDのタイトル名となっており、日本人に合う情熱的な曲です。バイオリニ
スト天野紀子さんとアコーディオニスト後藤ミホコさんの絶妙なトークを交
えながら「日本の四季」、「ジプシーソングメドレー」、「映画メドレー」を演奏さ
れました。第2部はアコーディオンソロで「百万本のバラ」、バイオリンソロで
「雪の華」、ユニットで「ロシアンメドレー」等を奏でました。アンコールはザ・
ピーナッツの「恋のバ
カンス」を観客席まで
下りて歩きながら演
奏され、拍手が鳴りや
まない程の大盛況の
内にコンサートを終
えました。秋のひとと
き、TENGOの世界に
魅了され、感動と満足
の余韻に浸ったお客
様の足取りは軽く感
じました。

チャペルに響く
フルート・チェロ・ピアノの調べ

　クリスマスを待つ冬の一日“アドベント”に寄せるコンサートは去る12月9日（土）雨
模様の午後２時に、石川祐支さんのチェロの音が静かに流れ、それに寄り添うように大
平由美子さんのピアノそして軽やかに類家千裕さんのフルートが合流し、P. ユールー
ベ作曲「ロマンチックな小品」の演奏で第1部の幕が上がりました。三重奏の華やかさが
満員の客席に漂い次のF. ダンツィ作曲「フルートとチェロのためのデュエット第３番」
は高音のフルートと低音のチェロの対比の面白さも知り、Ｆ. クラーウ作曲「協奏的三
重奏曲」は３つの楽器が絡み合い、うねりとなりました。第2部の“名曲アルバム”は多く
の人たちに知られる作曲家、その作品が次々に演奏されました。大平さん、石川さんとも
にユーモアのあるトークを挟みながら、楽しく進行していきました。J.S. バッハ「ポロ
ネーズ／バディネリ」はフルートとピアノ、「プレリュード／ジーグ」はチェロ独奏、L.V. 
ベートーヴェン「月光」はピアノ独奏、A.ピアソラ「ブエノス・アイレスの四季」とG. カッ
チーニ「アヴェ・マリア」はピ
アノとフルート、J. シベリ
ウス「樅の木」はピアノ独奏、
S .  ラフマニノフ「ヴォカ
リーズ」はチェロとフルー
ト、C. サン＝サーンス「白
鳥」はチェロとピアノ。そし
てアンコールにはE. モリ
コーネ「ニューシネマパラダ
イスメドレー」をトリオで演
奏され、客席は名残惜し気に
拍手が鳴りやまなかったの
は言うまでもありません。

コンサート報告

コンサートの申込方法について

パイプオルガンコンサート
申込期間：5月13日（月）～5月23日（木）
定員になり次第締め切らせていただきます。

　「パイプオルガンコンサート参加希望」と、氏名、ふり
がな、電話番号、参加希望人数を明記の上、北星学園大
学ホームページの「申込みフォーム」、電話、 E-mailで
お申込みください。事前の整理券等は発行しませんの
で、お申込みされた方は当日直接会場へお越しくださ
い。

未就学児の入場はご遠慮ください。
公共の交通機関でお越しください。

お願い

申込み・問合せ先
〒004-8631　札幌市厚別区大谷地西2丁目3-1
北星学園大学同窓会事務局
同窓会プロジェクト係
TEL 011-891-2731
メール：dousoukai@hokusei.ac.jp

プロフィール
　1999年、イギリスのブラックバーン生まれ。セント・メアリーズ音楽学校、
イギリス王立音楽大学でオルガンとピアノを学ぶ。2020年よりフランスの
トゥールーズに移り、ミシェル・ブヴァールにオルガンを師事。2021年より、
サン・セルナン大聖堂聖歌隊の正オルガニストを務めている。2023年9月、
第24代札幌コンサートホール専属オルガニストに就任。

バッハ：ライプツィヒ・コラール集とオルガン小曲集
ブラームス：11のコラール前奏曲
レーガー：52のコラール前奏曲Op.67

及び13のコラール前奏曲Op.79b ほか

演奏予定曲目

日時：2024年5月25日（土）午後２時から　　会場：本学チャペル

第24代札幌キタラ専属オルガニストのウイリアム・フィールディング氏をお迎えします。
どうぞお楽しみください。

パイプオルガンコンサート
バッハからブラームスまでの教会暦に基づくコラール前奏曲

同窓会各支部総会・懇親会の
お知らせ

支部名 日　程 場　所
旭川支部 8月24日（土） 旭川市内
北見支部 8月25日（日） 北見市内
釧路支部 8月31日（土） 釧路市内
帯広支部 9月1日（日） 北海道ホテル
函館支部 9月7日（土） 函館国際ホテル
東京支部 11月9日（土） アルカディア市ヶ谷
千歳支部 11月23日（土・祝） 千歳市内

●旭川支部（1983年発足）　支部長　西岡　将晴
　090-7648-1997　kembuchi2000@yahoo.co.jp 
●帯広支部（1985年発足）　支部長　成田　啓介
　0155-56-4706（特養札内寮）　mansei@cameo.plala.or.jp
●北見支部（1987年発足）　支部長　結城　亨
　連絡先は事務局長　境達也　090-3893-4847
　tatsuya.sakai@city.kitami.lg.jp
●東京支部（1988年発足）　支部長　遠田　嘉憲
　04-2949-6726　ysr-enda@tbz.t-com.ne.jp

同 窓 会 各 支 部 連 絡 先

　同窓会には各地に支部があり、各支部にて総会・懇親会
を開催いたします。お近くにお住まいの方はぜひお越しく
ださい。
　日程が近づきましたら大学ホームぺージにてご確認くだ
さい。

●函館支部（1988年発足）　支部長　畑中　博史
　090-3899-2485　hiro-121@sea.ncv.ne.jp
●釧路支部（1989年発足）　支部長　角　隆史
　0154-65-9812　kaku4744@msn.com
●千歳支部（1996年発足）　支部長　北村　昌樹
　080-5727-9197　masalki9197@gmail.com

同窓会プロジェクト 委員募集

同窓生から広くプロジェクト委員を
募集します。

●活動内容
講演会・コンサートの企画、立案、実施、「大
谷地だより」“プロジェクトからのお知らせ”
紙面の作成

●活 動 日
【例　会】水曜日午前10時半から年６回程度
　　　　 （不定期に臨時例会あり）

【講演会・コンサート実施日】年数回
興味、関心のある方はぜひ同窓会事務局まで
ご連絡ください。
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四
十
三
年
間
の
思
い
出

入
試
課

  

竹
島
　
浩
一

平
和
な
人
に
は
未
来
が
あ
る

学
　
長大

坊
　
郁
夫

　

新
年
早
々
、
心
穏
や
か
で
は
い
ら
れ
な
い
出
来

事
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
お
読
み
の
方
に
も
ご

関
連
の
人
が
お
ら
れ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
以
来
学
長
と
し
て
６
年
間
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
方
に

助
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
穏
な
年
は
、
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
台
風

と
胆
振
東
部
地
震
、
２
０
１
９
年
に
は
、
本
学
の

学
部
学
科
構
成
の
検
討
の
議
論
が
本
格
化
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
対
策

で
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
若
年
人
口
の

減
少
も
加
わ
り
、
高
等
教
育
機
関
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
、
高
校
卒
業
者
の
進
路
選
択
、
受
験
動
向
も

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
範

と
し
た
い
大
学
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
受
験
生
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
発
信
を
し
続
け
、

安
定
し
た
支
持
を
得
て
い
ま
す
。
大
学
に
限
ら
ず
、

一
所
に
身
を
お
い
て
い
る
と
、
所
属
当
初
に
は
見

え
て
い
た
こ
と
に
も
慣
れ
て
し
ま
い
見
え
に
く
く

な
り
が
ち
で
す
。
内
部
か
ら
で
は
気
づ
き
難
い
こ

と
を
視
点
を
変
え
て
定
期
的
に
見
つ
め
直
す
作
業

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

着
任
後
、
同
窓
会
の
方
々
に
、
本
学
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
お
願
い
し
よ
う
と

し
つ
つ
も
、
迅
速
に
そ
れ
を
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
は
偏
に
当
方
の
努
力
不
足
で
あ
っ
た

こ
と
を
反
省
し
、
悔
い
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
母
校
（
本
学
）
は
、
生
涯
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
本
学
の
卒

業
生
は
日
本
各
地
や
海
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

（「
木
の
良
し
悪
し
は
、そ
の
結
ぶ
実
で
分
か
る
」（
マ

タ
イ
、
12
章
33
節
）。
大
学
は
、
在
学
生
、
教
職
員
、

学
生
の
家
族
、
そ
し
て
卒
業
生
、
卒
業
生
の
活
躍

す
る
職
場
の
人
々
、
地
域
の
人
々
、
さ
ら
に
は
、

将
来
本
学
の
学
生
と
な
り
得
る
若
い
人
々
と
広
汎

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
卒
業
生
の
方
々
の
「
想
い
」
は
重
要
で

す
。
自
分
の
経
験
を
他
人
に
伝
え
、
ま
た
、
他
人

の
経
験
と
比
べ
る
知
恵
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
後
と
も
、
本
学
の
行
く
末
を
見
守
り
、
本
学
の

歴
史
を
担
い
、
未
来
を
築
く
お
力
添
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
（「
平
和
な
人
に
は
未
来
が
あ
る
」詩
編

37
編
37
節
）。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
感
謝
」の
想
い

経
済
学
部
　
教
授

  

松
本
康
一
郎

い
い
大
学
だ
っ
た
な
ぁ

文
学
部
　
教
授

濱
　
　
保
久
　

　

２
０
０
７
年
４
月
に
本
学
に
赴
任
し
て
初
め
て
の
感
想
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

清
掃
が
行
き
届
い
て
い
た
こ
と
と
、
学
内
で
す
れ
違
う
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
必

ず
挨
拶
を
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
し
た
。
25
年
間
勤
務
し
た
前
任
校
で
は
、
清
掃

を
し
て
い
る
の
で
す
が
キ
ャ
ン
パ
ス
が
雑
然
と
し
て
お
り
、
教
職
員
の
挨
拶
も

一
部
の
人
た
ち
だ
け
で
し
た
。
さ
ら
に
学
部
教
授
会
で
は
、
は
じ
め
に
祈
祷
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
会
議
室
が
自
然
と
静
粛
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
、
大
い
に

感
心
し
ま
し
た
。
前
任
校
で
は
、
議
長
が
「
静
粛
に
!
」
と
何
度
も
促
す
情
け
な

い
有
様
で
し
た
。
お
か
げ
で
、
本
学
で
の
17
年
間
は
と
て
も
心
地
よ
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
面
で
の
感
謝
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
専
門
は
会
計
学

で
す
が
、
学
部
・
大
学
院
の
恩
師
が
「
簿
記
学
（
勘
定
理
論
）」
の
専
門
で
あ
っ
た

た
め
、
私
自
身
も
い
つ
か
は
、
た
ん
な
る
入
門
書
で
な
く
本
格
的
な
簿
記
テ
キ

ス
ト
を
著
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
本
学
の
同
僚
で
あ
る

大
原
昌
明
先
生
と
共
著
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
著

書
『
現
代
企
業
簿
記
の
基
礎
』
の
刊
行
に
当
た
っ
て
は
、
後
援
会
の
資
金
援
助
を

賜
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
頁
数
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
価
格
を
抑
え
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
出
版
社
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
今
日
ま
で
に
４
版
を

重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
原
先
生
は
じ
め
関
係
各
方
面
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
先
生
に
は
、
こ
の
著
書
刊
行
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
・
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
会
計
教
育
学
会
の
全
国
大
会
を
本

学
で
開
催
し
た
と
き
も
、
大
原
先
生
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
行
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
原
先
生
へ
の
感
謝
の
想
い
は
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
私
の
後
任
人
事
も
最
適
な
人
事
を
行
え
た
よ
う
で
安
堵
し
て
い
ま

す
。
経
済
学
部
教
授
会
の
諸
先
生
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
８
１
年
に
京
都
か
ら
来
道
し
ず
っ
と
北
海
道
大
学
に
勤
務
し
て
い
た
私

は
１
９
８
９
年
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
初
め
て
北
星
学
園
大
学
に
足
を
踏
み
入

れ
た
。
当
時
、
私
は
大
谷
地
駅
に
隣
接
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
た
の
で

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
毎
日
キ
ャ
ン
パ
ス
を
眺
め
て
は
い
た
が
、
実
際
に
教
壇
に
立
ち

学
生
さ
ん
の
気
持
ち
の
良
い
気
質
に
触
れ
北
星
の
大
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。
そ
し

て
縁
あ
っ
て
１
９
９
１
年
に
文
学
部
社
会
福
祉
学
科
に
赴
任
し
た
。
福
祉
的
雰

囲
気
は
学
部
を
超
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
充
満
し
て
い
た
。
す
れ
違
う
学
生
さ

ん
の
表
情
が
柔
ら
か
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
コ
ナ
ラ
林
（
日
本
の
北
限
）
に
包
ま

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
と
て
も
マ
ッ
チ
し
て
い
た
。
規
模
は
大
き
く
な
い
が
、
皆

が
顔
見
知
り
で
あ
る
か
の
よ
う
な
感
覚
に
溢
れ
た
不
思
議
な
大
学
で
あ
っ
た
。

私
は
全
学
部
生
対
象
に
心
理
学
を
教
え
て
い
た
の
で
“
顔
見
知
り
感
〟
は
尚
更
で

あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
れ
違
う
多
く
の
学
生
さ
ん
が
会
釈
を
し
て
く
れ
た
。

授
業
の
コ
マ
数
・
人
数
、
会
議
の
多
さ
な
ど
ス
ト
レ
ス
の
種
に
な
っ
て
も
よ
さ

そ
う
な
要
素
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
以
上
に
学
生
さ
ん
か
ら
も
ら
え

た
力
に
よ
っ
て
毎
日
嬉
々
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
退
職
の
こ
の
瞬
間
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

　

授
業
以
外
の
場
面
で
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
る
。
体
育
祭
に
は
ほ
と
ん

ど
欠
か
さ
ず
参
加
し
学
生
さ
ん
と
対
戦
し
て
き
た
し
、
大
学
祭
へ
の
出
店
（
た
こ

焼
き
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
）
も
数
限
り
な
い
。
楽
し
く
て
仕
方
の
な
い
幸
せ

な
時
間
を
み
ん
な
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
ん
と
う
に
い
い
大
学

で
職
を
全
う
で
き
た
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

　在学中に日本学生支援機構奨学金を貸与されていた同窓生の皆様は卒業年の 10 月から
口座振替により返還開始となります。
　新規卒業者は今年 10 月から返還が開始になりますが、口座振替ができないと延滞にな
り、クレジットカードやローンを利用できなくなります。
　返還が困難な場合は日本学生支援機構の相談センター ( ℡ 0570-666-301) へ減額返還
や返還期限猶予についてお問い合わせください。

日本学生支援機構奨学金を貸与されていた同窓生の皆様へ
（大学学生生活支援課から奨学金貸与利用された一部の同窓生へのお知らせがあります）

コロナ禍で卒業祝賀会が開催されなかった
２０19年度～２０２２年度卒業生の皆さまへ

卒業祝賀会の開催を決定しました！

　

１
９
８
１
年
、
北
星
学
園
大
学
（
以
下
、
本
学
）
経
済
学
部
経
済
学
科
に

入
学
、
卒
業
後
、
学
校
法
人
北
星
学
園
に
奉
職
以
来
、
定
年
退
職
の
今
年
度

末
ま
で
本
学
の
み
の
勤
務
で
し
た
の
で
、
大
谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
で
43
年
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
大
き
く
変
貌
し
、
殆
ど
の
校
舎
は
新
築
・
改
築
さ
れ
ま

し
た
が
、
チ
ャ
ペ
ル
だ
け
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
入
れ
替
え
た
だ
け
で
、

本
学
の
象
徴
と
し
て
建
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
実
に
10
回
ほ
ど
人
事
異
動
し
、
い
く
つ
か
珍
し
い
経
験
を
し
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、東
京
試
験
場
初
年
度
に
、答
案
入
り
の
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー

ス
を
抱
え
て
搭
乗
し
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
（
現
Ｃ
Ａ
）
に
奇
異
な
目
で
見
ら

れ
た
こ
と
（
学
部
事
務
室
入
試
係
）。
２
つ
目
は
、
社
会
福
祉
学
部
、
大
学

院
三
研
究
科
設
置
に
携
わ
り
、
膨
大
な
量
の
認
可
申
請
書
類
作
成
の
た
め
月

百
時
間
超
え
の
時
間
外
労
働
を
何
か
月
も
続
け
、
認
可
時
に
、
理
事
長
か
ら

「
こ
れ
ら
は
神
様
の
お
か
げ
で
す
」
と
の
一
言
の
み
に
、
思
わ
ず
「
え
っ
、
そ

れ
だ
け
」と
絶
句
し
た
こ
と
（
企
画
室
）。
３
つ
目
は
、
ド
ラ
マ
「
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」

の
如
く
、
検
察
官
と
検
察
官
事
務
官
に
２
回
ほ
ど
聴
取
さ
れ
た
こ
と
（
法
人

課
）。

　

現
在
、
同
窓
会
業
務
は
社
会
連
携
課
が
担
当
で
す
が
、
私
が
勤
務
し
始

め
た
頃
は
、
本
学
に
勤
務
す
る
卒
業
生
が
勤
務
時
間
外
に
業
務
を
行
う
と

い
う
習
わ
し
が
あ
り
、
私
も
事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

苦
慮
し
た
の
が
、
い
か
に
懇
親
会
参
加
者
を
増
や
す
か
で
し
た
。

　

で
す
の
で
、
今
後
は
毎
年
、
同
窓
会
懇
親
会
に
参
加
し
よ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

退 職 さ れ る 教 職 員 の 方 々 か ら の メ ッ セ ー ジ

詳細につきましては、４月以降に本学ホームページ等にてお知らせいたします。

新
同
窓
生
の
皆
様
へ研

究
支
援
課

山
田
　
充
雄

　

卒
業
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

多
く
の
方
が
4
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る
の
で
す

ね
。

　

私
は
30
年
以
上
北
星
学
園
で
事
務
職
員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
学
校
の
最

大
の
目
的
が
学
生
の
成
長
に
つ
な
が
る
教
育
を
す
る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
事

務
職
員
は
裏
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
務
職
員
で
も
広
い
意
味
で
教
育
的

な
仕
事
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
表
舞
台
は
学
生
と
教
員
の
も
の
で
す
。

私
は
た
と
え
学
生
と
の
接
点
が
な
い
裏
の
業
務
を
担
当
し
て
い
て
も
、
自
身

の
仕
事
の
先
に
学
生
を
成
長
に
つ
な
が
る
教
育
が
あ
る
と
考
え
、
教
員
と
同

じ
ベ
ク
ト
ル
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
を
持
ち
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
自
分
の
仕
事
が
裏
方
だ
と
い
う
立
ち
位
置
を
把
握
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
仕
事
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
北
広
島
市
に
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
が
開
業
し
ま
し
た
。

日
本
一
と
言
え
る
素
晴
ら
し
い
球
場
で
す
。
地
域
に
新
し
い
エ
ン
タ
メ
を
提

供
し
、
選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
収
益
は

強
化
費
に
充
て
ら
れ
成
績
も
上
が
っ
て
き
そ
う
で
す
ね
。

　

プ
ロ
の
球
団
に
と
っ
て
最
大
の
目
的
は
優
勝
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
選
手

が
優
勝
に
向
け
て
切
磋
琢
磨
し
華
や
か
な
表
舞
台
で
活
躍
す
る
一
方
、
裏
で

同
じ
目
的
を
持
ち
球
場
を
整
備
し
収
益
を
上
げ
よ
う
と
働
い
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
に
私
は
共
感
し
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
と
は
ほ
ぼ
接
点
が
な
か
っ
た
事
務
職
員
の
考
え
で
す
が
、

皆
様
が
晴
れ
て
社
会
に
出
る
に
あ
た
り
、
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

新
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

北星学園大学短期大学部
学生募集停止のお知らせ

　学校法人北星学園は、2024 年 2 月 20 日に開催した理事会において、北星学
園大学短期大学部の学生募集を、2024 年度新入生をもって停止することを決定
いたしました。18 歳人口が著しく減少していること等の情勢を踏まえ、多角的
に検討し、判断いたしました。短期大学部は「深い教養と専門知識・技能を修得し、
愛と奉仕に生きる自由な人間の育成」という教育目標のもと教育実践を重ね、約
2 万人の卒業生を送り出してきました。短期大学部の理念や実績は、4 年制の北
星学園大学へ発展的に継承いたします。
　これからも同窓会の活動は継続してまいります。女子短期大学及び短期大学部
の同窓生の皆様におかれましては、変わらぬお力添えを賜りますようお願い申し
上げます。
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サ
ー
ク
ル
活
動
ニ
ュ
ー
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０
２
３
年
度

　本日から同窓会の一員
となられた皆様、ご卒業
おめでとうございます。
北星学園大学、北星学園
大学短期大学部で学んだ
ことを忘れずに、新たな
世界でも輝いて歩んでく
ださい。同窓会はこれか
らも同窓生一人一人を応
援しています。
� （同窓会事務局　西藤）

編 集 後 記 【住所変更をお忘れなく！】
～同封のはがきは切手不要となりました!～
　本学ホームページの住所変更フォーム・メール・FAX・郵送・電話に
て受け付けておりますのでご協力をお願いします。同封の住所変更届は
がきは切手不要で投函できますので、ぜひご利用くだ
さい。

北星学園大学同窓会事務局（社会連携課内）
〒 004-8631　札幌市厚別区大谷地西 2 丁目 3-1
TEL:011-891-2731　FAX:011-896-8311
E-mail:dousoukai@hokusei.ac.jp

住所変更フォーム
QR コード

※�ご芳名の掲載は、本学へ入金された日で集計しております。（インターネットからクレジット決済でご寄付をされた場合、本学への入金が確認されるまで通常1～2か月程度を要します）

■寄付者ご芳名一覧（2023 年２月１日から 2024 年１月 31 日まで（敬称略・順不同））

桑島　直樹
小堀　貴子
畠山　智
勢籏　博美
アニス　美和
千脇　ひとみ
木屋　恵美子
北村　慶子
松井　陽子
藤松　俊子
髙木　信夫
永井　信夫

中屋　晃
金子　大輔
谷　さつき
佐藤　基晴
株式会社北央商事
長谷川　浩二
三井　潤子
矢口　美津子
桑谷　容子
羽毛田　常治
小関　倭子
千葉　淑子

山見　洋子
古賀　清敬
古川　敬康
越田　実
加賀谷　薫
株式会社　壽時
柏野　貴実謙
佐瀬　一文
宍戸　正勝
飯田　一樹
堤　政彰
小林　智也

廣瀬　慶治
樋口　壽夫
河野　和枝
五郎部　典子
大山　綱夫
樋田　繁治郎
内山　智
藤原　里佐
日興美装工業株式会社
本間　明夫
本間　俊一
大平　学

亀井　倫子
安岡　貴子
近藤　総子
小泉　三千子
大津　忠行
杉岡　直人
佐藤　修子
上口　晃
大坊　郁夫
高橋　克依
伊藤　新一郎
株式会社北海道サニックス環境

卒 業 生 か ら 一 言

人
と
の
つ
な
が
り

文
学
部

心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

本
間
　
架
音

充
実
し
た

４
年
間
の
大
学
生
活

社
会
福
祉
学
部

心
理
学
科

瀬
川
　
大
輔

「
北
海
道
で
の
学
び
」

経
済
学
部

経
営
情
報
学
科竹

森
恵
里
花

　

2
0
2
0
年
に
入
学
し
て
か
ら
の
4
年
間
、
他
で
は
得
ら

れ
な
い
よ
う
な
学
び
を
た
く
さ
ん
得
る
こ
と
が
で
き
た
大
学

生
活
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
入
学
を
機
に
故
郷
の
神
奈
川
を
離
れ
北
海
道
へ

参
り
ま
し
た
。
入
学
当
時
、新
た
な
環
境
に
不
安
を
抱
く
中
、

先
生
方
や
職
員
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ

に
大
学
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
外

に
出
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、
北
海
道
に
い
る
意
味
は
あ
る
の

か
と
疑
問
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
制
御
さ
れ
た
時

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
情
報
収
集
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で

き
、
コ
ロ
ナ
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

時
間
を
有
効
的
に
使
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
２
年
間
は
短
期
大
学
部
の
英
文
学
科
に
属
し

て
い
た
た
め
、
異
文
化
や
英
語
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た

E
A
S
C
O
M
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
の
学
生

と
の
交
流
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
年
生
か
ら
は
経

営
情
報
学
科
に
編
入
、
教
職
課
程
を
履
修
し
、
大
学
祭
実
行

委
員
で
の
活
動
も
あ
り
活
発
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
朝

か
ら
学
校
で
授
業
を
受
け
、夜
は
毎
日
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
い
、

こ
の
4
年
間
で
9
つ
の
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
も
自
分
の
価
値

観
を
広
げ
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
厳
し
い
生
活
な
が
ら

も
学
び
や
好
き
な
こ
と
を
行
え
た
貴
重
な
時
間
を
誇
り
に
思

い
、周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

短
大
生
活
を振

り
返
っ
て

短
期
大
学
部

生
活
創
造
学
科

三
好
　
琴
音

　

私
の
短
大
で
の
生
活
は
、
児
童
福
祉
と
向
き
合
い
続
け
た

2
年
間
で
し
た
。

　

講
義
で
女
性
の
就
労
や
養
育
費
は
子
ど
も
の
貧
困
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
市
民
委
員
や
子
ど
も
食
堂

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

学
内
外
の
経
験
を
通
じ
て
、
専
門
職
と
し
て
児
童
福
祉
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
た
び
、
本
学
社
会
福
祉
学
部
福
祉
臨
床
学
科

へ
の
編
入
学
試
験
に
合
格
し
、
学
び
を
継
続
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
編
入
後
は
、
一
人
前
の
社
会
福
祉

士
を
目
指
し
、
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
福
祉
の
進
展
は
、
サ
ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ

ス
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
活
動
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
は
必
須
と
も
い
え
ま

す
。
私
は
、
昼
休
み
の
チ
ャ
ペ
ル
タ
イ
ム
に
友
達
と
参
加
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
の
授
業
に
遅
れ
な
い
よ
う
、

学
食
で
の
昼
食
を
大
急
ぎ
で
食
べ
て
い
た
こ
と
は
良
き
思
い

出
で
す
。

　

貴
重
な
学
び
と
思
い
出
の
数
々
は
、
指
導
教
員
の
藤
原
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
の
方
々
、
友
人
、
そ
し
て
家
族

の
理
解
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
大
学
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
は
「
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
」
で
す
。

　

大
学
に
入
学
し
た
頃
、
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
り
始
め
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
大
学
生
活
も

全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
り
、
入
学
式
や
学
祭
な
ど
多
く

の
行
事
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
の
友
人
は
、
み
ん
な

画
面
の
中
で
す
。
授
業
中
の
少
な
い
時
間
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
な
ん
と
か
お
互
い
を
知
ろ
う
と
励

み
ま
し
た
。
初
め
て
友
人
と
会
っ
た
時
は
「
画
面
の
中
に
い

た
人
た
ち
が
目
の
前
に
い
る
！
」
と
、
不
思
議
な
感
覚
に

な
っ
た
の
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
大
学
に
通
え
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
休
み
時
間
に
友
人
と
会
話
し
た
り
学
食

で
昼
食
を
食
べ
た
り
な
ど
、
ず
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
た
大
学

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
人
と
直
接
触
れ
合
い
交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
「
人
と
の

つ
な
が
り
」
に
恵
ま
れ
た
４
年
間
で
し
た
。
今
ま
で
出
会
っ

た
一
つ
一
つ
の
「
つ
な
が
り
」
が
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
今
の

私
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。大
学
生
活
で
培
っ
た
学
び
を
糧
に
、

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
人
と
出
会
い
、
ま
た
新
し
い
出
会
い
に

繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
４
年
間
で
出
会
っ
た
す
べ
て
の
皆

様
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
4
年
間
の
大
学
生
活
は
、
2
0
2
0
年
に
流
行

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
描
い
て
い
た

大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
大
学

進
学
を
機
に
地
元
か
ら
札
幌
に
拠
点
を
移
し
、
2
0
2
0
年

春
か
ら
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、

現
実
は
パ
ソ
コ
ン
と
睨
め
っ
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
し

た
。
何
の
た
め
に
大
学
に
進
学
し
た
の
か
忘
れ
そ
う
に
な
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
私
の
4
年
間
の
大
学

生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
れ
た
存
在
は
、
同
じ
学
科

で
仲
良
く
な
っ
た
友
人
や
、
所
属
し
て
い
た
北
星
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
団
体
組
織
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
し
た
。
制

限
が
あ
る
中
で
も
自
分
が
で
き
る
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と
は

何
か
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
か
ら
率
先
し
て
行
動
し
、
様
々

な
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
た
く
さ
ん
の
人

と
関
わ
る
こ
と
で
、
様
々
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
学
生
活
の
4
年
間
の
中
で
、「
人
と
人
が
つ
な
が
る

こ
と
の
大
切
さ
」
を
身
に
沁
み
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
勉
学

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
大
学
生
活
は
、
ま

さ
に
充
実
し
た
4
年
間
の
大
学
生
活
の
賜
物
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
4
年
間
の
大
学
生
活
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
、
大
学
生
活
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
Ｎ
Ｍ
Ａ
】

◆
新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ　
◆
11
月
ラ
イ
ブ

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す
．】

◆
新
歓
ラ
イ
ブ　
◆
東
北
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
オ
ヒ
ロ
メ
ラ
イ
ブ　
◆
夏
ラ
イ
ブ　
◆
ぽ
ら
ふ
ぇ
す

◆
北
星
女
子
中
学
高
等
学
校「
未
来
を
豊
か
に
す
る
女
子
教
育
」

◆
歌
志
内　
音
楽
祭　
◆
北
の
Ｕ
ｎ
ｉ
フ
ェ
ス

◆
バ
ラ
コ
ン　
◆
1
年
生
主
体
ラ
イ
ブ

◆
千
歳
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
例
会

◆
栄
通
児
童
会
館
コ
ン
サ
ー
ト

◆
三
井
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

◆
単
独
ラ
イ
ブ
ぽ
ら
り
ず
む
リ
ハ
ー
サ
ル

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
春
季
オ
ー
プ
ン
戦　
◆
秋
季
リ
ー
グ
戦

【
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部
】

◆
第
34
回
全
日
本
学
生
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会

北
海
道
地
区
予
選

◆
2
0
2
3 

Ｕｰ

2
3　
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
地
区
選
抜
対
抗
戦

【
演
舞
同
好
会
】

◆
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
演
舞　
◆
学
生
合
同
出
陣
式

◆
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

◆
札
幌
大
学
大
学
祭　
◆
小
樽
商
科
大
学
大
学
祭

◆
札
幌
国
際
大
学
大
学
祭　
◆
酪
農
学
園
大
学
大
学
祭

◆
千
歳
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　
◆
や
ち
ふ
ぇ
す

◆
S
A
N
ー
K
A
N
ー
B
E
E　
Ｖ
ｏ
ｌ
．11

◆
え
べ
つ
北
海
鳴
子
ま
つ
り

◆
す
す
き
の
祭
り

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
厚
別
園
夏
祭
り

◆
に
っ
ぽ
ん
ど
真
ん
中
祭
り

◆
ユ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
＆
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
タ
2
0
2
3

◆
F 

V
I
L
L
A
G
E　
超
盆
踊
り

◆
日
本
基
礎
造
形
学
会
催
事

◆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
道
南
大
会

◆
も
っ
と
に
っ
こ
り
！
！
鉄
西
秋
祭
り

◆
2
0
2
3
年
度
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
参
加

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
恵
庭

◆
北
海
道
科
学
大
学
稲
峰
祭

◆
日
本
非
破
壊
検
査
工
業
会　
東
日
本
支
部
合
同
例
会　
懇
親
会

◆
ち
ば
Y
O
S
A
K
O
I
2
0
2
3

◆
白
老
八
幡
神
社
例
大
祭
Y
O
S
A
K
O
I
大
乱
舞
Ｉ
Ｎ
白
老

◆
北
海
道
文
教
大
学
学
校
祭　
恵
華
祭　
◆
星
学
祭

◆
井
原
水
産
株
式
会
社　
70
周
年
記
念
祝
賀
会

【
空
手
道
部
】

◆
第
53
回
北
海
道
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
（
個
人
戦
）
兼 

第
67
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
北
海
道
予
選

　
個
人
組
手
5
位
入
賞　

 

全
国
大
会
出
場

◆�

第
67
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

◆�

第
54
回
北
海
道
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
新
人
戦
兼

第
60
回
東
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
予
選
大
会

【
弓
道
部
】

◆
三
大
学
交
流
戦	

◆
第
76
回
北
海
道
弓
道
大
会
（
大
学
生
の
部
）	

◆
第
70
回
全
道
学
生
選
手
権
大
会　
個
人
戦 

２
位

◆
弓
道
Ⅱ
部
女
子
プ
レ
リ
ー
グ	

◆
弓
道
Ⅱ
部
男
子
プ
レ
リ
ー
グ	

◆
第
71
回
全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権
大
会	

◆
第
69
回
全
道
学
生
弓
道
女
子
争
覇
戦	

◆
第
69
回
全
道
学
生
弓
道
男
子
争
覇
戦　
団
体
第
１

位
・
１
部
昇
格

◆
第
55
回
全
道
学
生
弓
道
新
人
戦	

◆
令
和
5
年
度　
札
幌
弓
道
連
盟
納
射
会
兼
12
月
例
射
会

◆
令
和
５
年
度　
札
幌
弓
道
連
盟
初
射
会
兼
月
例
会　

個
人
戦
準
優
勝

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
第
41
回
全
北
海
道
学
生
競
技
ダ
ン
ス
八
種
目
選
手
権
大
会

◆
第
62
回
全
日
本
学
生
選
抜
競
技
ダ
ン
ス
学
生
選
手
権
大
会

◆
第
48
回
北
海
道
・
東
北
競
技
ダ
ン
ス
対
抗
戦

◆
第
52
回
全
北
海
道
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

◆
第
69
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

◆
第
45
回
ツ
バ
メ
杯
争
奪
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

【
軽
音
楽
部
】

◆
6
月
新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ　
◆
12
月
ラ
イ
ブ

◆
１
月
軽
音
N
M
A
合
同
ラ
イ
ブ

【
剣
道
部
】

◆
第
60
回
北
海
道
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

◆
第
57
回
全
日
本
基
督
教
関
係
大
学
剣
道
大
会

【
硬
式
庭
球
部
】

◆�

令
和
5
年
度
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
北
海
道

地
区
予
選
北
海
道
学
生
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

◆
令
和
5
年
度
全
日
本
大
学
対
抗
テ
ニ
ス
王
座
決
試
合
北
海

道
地
区
予
選
第
56
回
北
海
道
学
生
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
３
部

◆
令
和
5
年
度
北
海
道
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位

【
硬
式
野
球
部
】

◆
2
0
2
3
年
度
札
幌
学
生
野
球
3
部
春
季
リ
ー
グ
戦

◆
2
0
2
3
年
度
札
幌
学
生
野
球
3
部
秋
季
リ
ー
グ
戦

◆
2
0
2
3
年
度
札
幌
学
生
野
球
秋
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

【
サ
ウ
ン
ド
ガ
レ
ー
ジ
】

◆
新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ　
◆
く
じ
び
き
ラ
イ
ブ

◆
8
月
ラ
イ
ブ　
◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
イ
ブ　
◆
ピ
グ
ラ
イ
ブ

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
北
海
道
学
生
リ
ー
グ　
◆
総
理
大
臣
杯

◆
新
人
戦　
◆
学
生
リ
ー
グ

【
写
真
部
】

◆
5
月
撮
影
会　
◆
7
月
撮
影
会

◆
夏
休
み
撮
影
会　
◆
ク
リ
ス
マ
ス
撮
影
会

【
ジ
ャ
ズ
研
究
会
】

◆
新
歓
ラ
イ
ブ

◆
2
0
2
3
さ
っ
ぽ
ろ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
「
ラ
イ

ラ
ッ
ク
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」

◆
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト

【
手
話
サ
ー
ク
ル
モ
ナ
ミ
】

◆
手
話
の
Z
O
O
M
学
習
会

◆
手
話
学
習
会　
◆
手
話
復
習
会

【
準
硬
式
野
球
部
】

◆
令
和
5
年
度
北
海
道
地
区
大
学
準
硬
式
野
球
１
部

リ
ー
グ
選
手
権

◆
令
和
5
年
度 

北
海
道
地
区
大
学
準
硬
式
野
球
秋
季
大
会

◆
全
日
本
大
学
準
硬
式
野
球
東
西
対
抗
日
本
一
決
定
戦
甲
子
園
大
会

◆
第
41
回
全
日
本
9
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
準
硬
式
野
球
大
会

【
少
林
寺
拳
法
部
】

◆
第
43
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会	

◆
第
54
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
夏
季
学
生
大
会　
自

由
組
演
武
見
習
い
・
級
拳
士　
第
２
位

【
書
道
部
】

◆
第
27
回
北
星
学
園
大
学
光
芒
書
展

【
吹
奏
楽
部
】

◆
大
谷
地
神
社
祭

【
ス
キ
ー
部
】

◆
第
61
回
全
日
本
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
・
札
幌
地
区
予
選

◆
第
61
回
北
海
道
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
兼
第
61

回
全
日
本
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
北
海
道
予
選
会

【
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
流
】

◆�

ア
ル
キ
タ
杯
2
0
2
3　
◆
D
R
E
A
M 

v
o
l
．14

【
創
作
研
究
会
】

◆
お
で
か
け
ラ
イ
ブ
in
札
幌
156
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ

初
見
参
記
念
イ
ベ
ン
ト

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
34
回
北
海
道
綜
武
道
大
会　
準
優
勝

◆
第
46
回
学
生
合
気
道
選
手
権
大
会　
綜
合
乱
取
準
優
勝

◆
第
22
回
新
人
戦
兼
第
17
回
北
海
道
学
生
選
抜
合
気

道
大
会　
乱
取
試
合
優
勝

◆
第
58
回
全
日
本
合
気
道
選
手
権
大
会	

◆
第
27
回
石
狩
市
民
体
育
大
会
冬
季
合
気
道
大
会　

試
斬
試
合
優
勝

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】

◆
ク
リ
ス
マ
ス
お
披
露
目
会

【
軟
式
野
球
部
】

◆
2
0
2
3
年
度
春
季
大
会　
◆
2
0
2
3
年
度
新
人
戦

◆
2
0
2
3
年
度
秋
季
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
2
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
戦
兼
第

1
回
全
日
本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
戦 

予
選
会

◆
第
73
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
春
季
選

手
権
大
会
（
男
子
）

◆
男
子
第
75
回
女
子
第
68
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兼
第
75
回
全
日
本
大
学
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
北
海
道
予
選
会

◆
第
75
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
選

手
権
大
会
（
女
子
）

【
羽
球
部
】

◆
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

◆
第
72
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

兼
第
9
回
全
日
本
学
生
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
選
手

権
大
会
北
海
道
予
選
会　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
B
２
位

◆
令
和
5
年
度
第
66
回
東
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

◆
第
74
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

◆
令
和
5
年
度
第
70
回
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
長

杯
争
奪
選
手
権
大
会　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
B
優
勝
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
B
優
勝　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

◆
第
54
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
大
会

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
56
回
大
滝
杯
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
春
季
大
会

◆
第
56
回
大
滝
杯
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
春
季
大
会
入
れ
替
え
戦

◆
第
73
回
菱
村
杯
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会

◆
2
0
2
3
年
度
第
50
回
原
崎
杯
北
海
道
大
学
男
・

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
リ
ー
グ

◆
2
0
2
3
年
度
第
50
回
原
崎
杯
北
海
道
大
学
男
・

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
リ
ー
グ
入
れ
替
え
戦

◆
第
40
回
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
道
央
地
区
大
会

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
28
回
札
幌
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

◆
令
和
5
年
度
第
50
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
春

季
リ
ー
グ
大
会　
女
子
1
部
4
位 

・ 

男
子
2
部
3
位

◆
令
和
5
年
度
札
幌
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

◆
令
和
5
年
度
第
55
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会　
男
子
２
部
２
位

◆
令
和
5
年
度
札
幌
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

◆
令
和
5
年
度
第
55
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会 

入
替
戦　
2
部
残
留

【
ピ
ー
ス
メ
イ
キ
ン
グ
聖
書
研
究
会
】

◆
12
号
線
の
集
い　
合
同
聖
書
研
究
会

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆
L
U
X
P
E
R
I
O
R 

C
U
P
第
19
回
北
海
道
フ
ッ

ト
サ
ル
リ
ー
グ
2
0
2
3

【
北
星
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
】

◆
広
田
ま
ゆ
み
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
北
海
道
～
ひ
ろ

ま
る
つ
な
が
る
N
P
O
な
仲
間
た
ち

◆
第
1
回
あ
つ
べ
つ
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ま
つ
り
-覗

い
て
み
よ
う
未
来
-

◆
市
立
札
幌
清
田
高
等
学
校
出
前
授
業

◆
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
in
さ
っ
ぽ
ろ
2
0
2
3

◆
英
藍
高
等
学
校
出
前
授
業

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
パ
ン
部
】

◆
H
o
k
k
a
i
d
o　
海
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
！

◆
シ
テ
ィ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
「
ふ
れ
愛
・
サ
ロ
ン
」

◆
24
時
間
テ
レ
ビ
募
金
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
3

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
】

◆
上
野
幌
町
内
会
納
涼
大
会

◆
白
石
区
子
ど
も
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

◆
し
ろ
い
し
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
2
0
2
3

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

◆
第
50
回
北
海
道
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

◆
第
24
回
北
海
道
地
区
セ
ブ
ン
ズ
大
会

◆
北
海
道
地
区
大
学
選
手
権
大
会
兼
第
60
回
全
国
大

学
選
手
権
大
会 

（
第
31
回
北
海
道
） 

予
選
兼
第
74
回

全
国
地
区
対
抗
大
学
大
会
北
海
道
予
選
会

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆
ゼ
ブ
ラ
オ
ー
プ
ン
（
女
子
）	

◆
ど
さ
ん
こ
リ
ー
グ
（
女
子
）	

◆
ど
さ
ん
こ
リ
ー
グ
（
男
子
）	

◆
ラ
ク
ロ
ス
サ
マ
ー
カ
ッ
プ
（
女
子
）　
女
子
２
位

◆
リ
ー
グ
戦
（
男
子
）	

◆
第
28
回
北
海
道
学
生
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
戦
（
女
子
）

◆
2
0
2
3
年
度
北
海
道
学
生
ラ
ク
ロ
ス
新
人
戦（
男

子
）　
男
子
１
位

◆
2
0
2
3
年
度
北
海
道
学
生
ラ
ク
ロ
ス
新
人
戦（
女

子
）　
女
子
２
位

【
陸
上
競
技
部
】

◆
北
海
道
学
連
競
技
会

◆
第
75
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

◆
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
令
和
5
年
度
特
別
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

北
海
道
選
手
権
大
会

◆
第
27
回
道
央
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
第
88
回
札
幌
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

真田　時蔵
熊谷　孝美
北海道地域文化学会
山口　博教
野村　誠
中村　成未
高橋　実希
湯川　珱子
匿名希望 30 名
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